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第24期 第35回 北広島市農業委員会総会議事録 

 

令和5年5月26日（金）9時30分、第35回北広島市農業委員会総会を北広島市役所5階議場に招

集する。 

 

１  議事日程 

日程第1  議事録署名委員の指名 

日程第2  会期の決定 

日程第3  報告第1号  賃貸借の合意解約について 

日程第4  議案第1号  現況証明願について 

日程第5  議案第2号  令和4年度の最適化活動の点検・評価について 

日程第6  議案第3号  現地調査委員の指名について 

日程第7  その他 諸報告 

 

２ 応招委員  1番 茶木 義行 委員  2番 宮北 輝 委員  3番 佐藤 芳之介 委員 

２ 応招委員  4番 佐々木 珠惠 委員 5番 安宅 一夫 委員 6番 塚本 能信 委員 

２ 応招委員  7番 三戸  修 委員 

 

３ 農地利用最適化推進委員出席者  田村 智幸 委員 坂本 勝則 委員 

山田 智美 委員 森越 信幸 委員 

 

４ 欠席委員  阿部 知博 委員 

 

５ 事務局出席者  事務局長 川村 裕樹  事務局次長 山田 孝博  主査 武山 伍織 

主査 石川 正人    主任 佐々木 正人    主事 上野 礼 

４ 事務局出席者   

 

（開会宣言  9時30分） 
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茶 木 委 員 

 

 

 

 

 

＜日程第1：「議事録署名委員の指名」＞ 

日程第1、「議事録署名委員の指名」を行います。本日の署名委員として総会規則第13条

の規定により5番 安宅委員、6番 塚本委員、以上2名を指名いたします。 

 

＜日程第2：「会期の決定」＞ 

日程第2、「会期の決定について」お諮りいたします。本会議の会期は、令和5年5月26

日、本日1日と決したいと思います。ご異議ございませんか。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。会期は本日1日と決しました｡ 

 

＜日程第3：報告第1号「賃貸借の合意解約について」＞ 

報告第1号「賃貸借の合意解約について」を議題といたします。事務局から、報告案件の

朗読をお願いいたします。 

（報告案件朗読） 

報告案件の朗読が終わりました。これより質疑を行います。茶木委員どうぞ。 

解約後の利用について、今後利用調整会議で利用者を決めるのでしょうか。 

今回の合意解約につきましては、○○の○○○○さんが借りていたところを解約するとい

うものでございます。利用方法につきましては、転作田もございますが現況としては飼料畑、

牧草地ということになってございます。現在は牧草地なので、今後の利用につきましては牛

屋さんを中心に調整をしているところでございます。ですので、今のところ利用調整会議を

開く予定はございませんが、今後交渉が難航した際には牧草以外に利用を検討しなければな

らないので、調整会議を開催したいと思います。その際には、ご出席をお願いいたします。

以上です。 

他に何かございませんか。宮北委員どうぞ。 

○○の○○○○さんは搾乳の農家だと思いますが、自己所有地はどうなっているのか教え

てください。 

今年度につきましては、○○さんが管理していくということでございます。○○さんはご

夫婦で作業をしており、ご高齢で後継者も居ないということもありますので、来年度につい

て道央農業振興公社や農業委員会で聞き取りを行い、自分達で管理ができないということで

したらご相談させて頂きたいと思います。以上です。 

他に何かございませんか。 

（「質疑なし。」の声） 

 質疑なしと認めます。報告第 1 号は、報告のとおり承認することにご異議ございません

か。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。報告第1号は、報告のとおり承認することに決しました。 

 

＜日程第4：議案第1号「現況証明願について」＞ 

議案第1号「現況証明願について」を議題といたします。事務局から、議案の朗読をお願

いいたします。 

（議案朗読） 

議案の朗読が終わりました。この案件につきましては、現地調査委員会による現地調査が

実施されていますので、茶木委員長より調査結果の報告をお願い致します。 

 令和5年5月15日、現況証明願による現地調査を宮北委員、三戸委員、私の3名で実施

しましたので、結果についてご報告いたします。 

番号1、願出人 ○○○○○ 氏、所有者 ○○○○○ 氏の土地ですが、場所は○○地

区で、○○○○○○○を○○方面に進み、3.2km先左手に位置する土地でございます。 

この土地の現況は、2年ほど前から耕作されておらず、雑草・雑木が繁茂している状態で

はありますが、耕耘及び草刈り等を行うことで耕作が可能であることを確認いたしました。        
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以上のことから「農地」と認定いたしました。以上、現地調査結果報告といたします。 

ご苦労様でした。これより質疑を行いたいと思います。何かございませんか。宮北委員ど

うぞ。 

願出地の近隣の農地の状況を教えて下さい。 

17ページ、18ページの図面をご覧頂きたいと思います。18ページの図面ですが、今回願

出のありました○○○○○○○でございますが、この東側の○○○○や○○○○などの農地

につきましては、今年の3月に利用集積で○○○の○○さんが借りるということで契約され

たところでございます。以前まで○○○○さんが耕作されていたところですが、今年度から

は農地を整備した上でさつまいも等を作付したいということでございます。○○○○○○の

南側、西側については農地がないということになっております。また、○○○○○○○を挟

んだ向かい側につきましては、○○の○○さんのご自宅や圃場でございますので牧草地が広

がっているという状況でございます。 

今後につきましては、総会の議決後に農地として証明書をお渡しする予定でございます。

その上で、この2年につきましても利用状況調査で遊休農地と判断されていまして、指導し

続けているところでございますが、今回現況証明願で農地という判断になった場合には農地

として利用もしくは維持管理をし、それができない場合には農業者に賃貸や売買を促してい

くという指導を続けていきたいと思います。以上です。 

他に何かございませんか。佐々木委員どうぞ。 

不動産会社を介しての現況証明ですが、目的について明確にわかることはございますか。 

具体的な図面などを見ているわけではございませんが、○○○○の南側の○○○○も○○

さんの土地でございまして、それら一体の土地を売買し、蓄電池施設の設置を検討している

と伺っております。以上です。 

他に何かございますか。私からの意見です。先ほどの答弁にもございましたが指導をして

いくということでしたが、柳の太さが3cmを超えてきており、秋には5cmを超えるのではな

いかと思います。まずは、柳の抜根からして頂かないと農地としての維持管理は難しいので

はないかと思いますので地区担当委員を中心に、指導をしていって欲しいと思います。他に

何かございませんか。 

（「質疑なし。」の声） 

質疑なしと認めます。議案第1号については、提案のとおり決定することにご異議ござい

ませんか。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。議案第1号については、提案のとおり決定いたしました。 

 

＜日程第5：議案第2号「令和4年度の最適化活動の点検・評価について」＞ 

議案第2号「令和4年度の最適化活動の点検・評価について」を議題といたします。事務

局から、議案の朗読をお願いいたします。 

（議案朗読） 

議案の朗読が終わりました。事務局から補足説明を求められておりますので、これを許し

ます。 

議案第2号令和4年度の最適化活動の点検・評価について説明いたします。初めに別紙1

についてです。本日配布しました別紙1をご覧ください。こちらは推進委員等の最適化活動

の実施状況及び点検評価となります。北広島市の最適化活動を行う委員は推進委員の5名と

なっており、それぞれ点検・評価を行いますので、別紙1は5枚となっています。1 推進

委員等による最適化活動の実施状況及び点検・評価の(1)最適化活動の実施状況は各委員か

ら毎月提出をいただいている活動記録簿を集計したものになります。活動内容については記

載のとおりです。（2）成果目標の達成状況及び自己点検・評価の結果の①成果目標の達成状

況は担当区域ごとの目標と実績を記載しております。表の左側農地集積から説明いたしま

す。農地面積については農地台帳のデータと統計データの数値に差異があるので面積の増減

がございます。新規集積面積の目標は市内全体で 10ha としており、地区ごとに案分し設定
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しております。実績については前年度の集積面積から今年度の集積面積の差となりますが、

以前総会にて説明しているとおり、今年度の集積率の集計時に前年以前の修正があったため

数値が下がっていますので、新規集積の面積はマイナスとなり数値の記載はしておりませ

ん。したがって集積率も減少しております。次に、遊休農地についてです。目標は令和3年

度の遊休農地の全体の面積から地区ごとに案分し、令和4年度の目標である2.2haを同じ割

合で面積割りした数値になっています。実績については実際に解消された面積を地区ごとに

わけて記載しています。前年度新規発生分の解消面積については基準年度が令和4年度とな

り、全体の解消面積と重複するため、今年度のみ記載は不要とされておりますので空欄とな

っています。最後に、新規参入についてです。こちらは新規参入者への貸し付け等について、

農地所有者の同意を得た上で公表する農地の面積を記載いたしますが、現在当市については

公表への同意の確認を行っていないため、実績なしとなっています。今後地域計画の策定の

際に所有者等へ聞き取りなどを行い、公表への同意を確認し公表に向け準備を行っていく予

定です。続きまして、（2）の②自己の点検・評価についてです。こちらは事前に推進委員の

皆様から自己の点検・評価をいただいたものを記載しております。以上を踏まえ、2の農業

委員会による点検・評価ですが、全体としての標語及び総会で出された意見を記載します。

全体としての評語の評価基準については資料1の裏面をご覧ください。こちらは農林水産省

課長通知の抜粋となります。2 推進委員等の評語の表 2 の評価基準、成果目標と活動日数

目標から点数をつけております。それらの合計点が表1の評語にあてはまり、上からA,B,C,D

の評価となっております。以上の評価基準に基づき評価すると、当市の推進委員の評語は全

員Dとなります。総会で出された意見についてでありますが、当市は農地の規模や形状によ

り集積、遊休農地の解消が難しい現状となっており、また、活動日数についても国の目標が

高く評価点数は低いものの、市の活動日数目標は全委員が達成している状況です。今後につ

いて、最適化活動を実施し農地の適正利用に向け努めてほしいと考えております。以上を総

会で出された意見として推進委員へ通知を行いたいと思いますので、意見等ありましたらご

発言の程お願いいたします。 

続きまして別紙2についてです。農林水産省局長通知にて別紙2を用いて総会に諮るとさ

れていますが、別紙2の内容が資料2にて網羅されていますので、資料2を用いて説明いた

します。資料2をご覧ください。1枚目については令和5年度の目標と同様になりますので

説明を省略いたします。裏面Ⅱ 最適化活動の実施状況です。令和4年度当初に立てた目標

と実績を記載しておりますが、今回は実績を主に説明いたします。（1）農地の集積の③実績

をご覧ください。集積面積及び集積率については先ほどの説明のとおり数値が下がっていま

すので、新規集積面積は-91haとなり、今後集積に向けてより積極的な活動が必要になると

ころであります。（2）遊休農地の発生防止・解消については、2haの目標に対し2.9ha解消

されております。新規発生解消面積については先ほど説明したとおり今年度のみ空欄となっ

ています。（3）新規参入の促進については様式により目標が設定されておりますが、先ほど

説明したとおり、公表等を行っていないため、実績はありません。続いて、2 最適化活動の

活動目標についてです。推進委員の活動日数の目標は月3日、強化月間の設定回数は3回と

なっており、実績は活動日数が平均3.37日、強化月間の実施回数が3回と目標の達成及び

目標を上回る取り組みとなっております。次のページの新規参入相談会への参加について

は、令和4年度は新型コロナウイルス感染症等により参加を見送っておりますが、今年度に

ついては参加を検討しておりますのでご協力の程お願いいたします。最後に中段より少し下

の目標の達成状況の評語についてです。資料1の表面をご覧ください。資料2の数値を用い

て表2から評価を行っております。（1）成果目標の①農地の集積の達成率は3点、②緑区分

の遊休農地の解消は5点、新規参入の促進が1点となります。（2）活動目標の①活動強化月

間の実施は目標どおり行ったので1点、②新規参入相談会への参加はしていないため点数無

しとなり、今年度の合計点数が10点で表1を当てはめると「目標に対して期待を上回る結

果が得られた」となっております。資料2に戻り、推進委員等の点検・評価結果は先ほど説

明したとおり、「目標に対して期待をやや下回る結果となった」が 5 名となっています。Ⅲ 

事務の実施状況については記載のとおりとなりますので、ご確認下さい。以上が資料2とな
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ります。資料2及び別紙2の内容に意見がある場合はご発言ください。こちらは総会にて決

定した後に、北広島市長、北海道知事、北海道農業会議に報告をいたします。また、資料2

については、市HPにて公表をすることとなります。 

質疑意見等は別紙1、別紙2に分けて行いたいと思いますのでそれぞれご審議の程お願い

いたします。以上です。 

これより別紙1について質疑および意見を求めます。私から一つ良いですか。集積率が下

がった説明をもう一度お願いします。 

集積率についてですが、令和4年度の集計の際に記載している数値に誤りがあり、そちら

の数値を修正したことによって集積面積が下がってしまったので、あわせて集積率も下がっ

てしまったということです。また、それに合わせて担い手の見直しも毎年行っておりまして、

基本構想到達者などの人数が減ったことから集積面積の減少もございます。 

他に何かございませんか。 

（「意見なし。」の声） 

意見なしと認めます。別紙1については、提案のとおり決定することにご異議ございませ

んか。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。別紙1については、提案のとおり決定いたしました。 

続きまして、別紙2について質疑及び意見を求めます。 

（「意見なし。」の声） 

意見なしと認めます。別紙2については、提案のとおり決定することにご異議ございませ

んか。 

（「異議なし。」の声） 

ご異議なしと認めます。別紙2については、提案のとおり決定いたしました。 

別紙1については推進委員等へ通知を行い、別紙2については北広島市長、北海道知事、

北海道農業会議へ報告を行い、市ホームページにて公表することといたします。 

 

＜日程第6：議案第3号「現地調査委員の指名について」＞ 

議案第3号「現地調査委員の指名について」を議題といたします。現地調査委員の指名に

つきましては、現況証明事務処理規程第5条の規定により、私から指名いたします。3番 佐

藤委員、4番 佐々木委員、5番 安宅委員、調査補充委員として、6番 塚本委員を指名い

たします。 

 

＜日程第7：「その他、諸報告について」＞ 

 諸報告を行います。事務局から発言を求められておりますので、これを許します。 

それでは、諸報告を行います。1点目、次回の第36回農業委員会総会につきましては、令

和5年6月29日木曜日、午後1時30分から北広島市役所5階議場で予定をしております。

2 点目、会長と事務局の動静報告についてでございますが、本日以降の5 月29日北海道選

出国会議員要請集会・令和5年度全国農業委員会会長大会に会長が出席する予定でございま

す。6 月につきましては、20 日北海道農業会議第 3 回常設審議委員会が札幌市にて開催さ

れ、21日は一般社団法人北海道農業会議第95回総会も札幌市にて開催され、いずれも会長

が出席予定でございます。29日は先ほど説明したとおりとなっております。3点目、次回の

現地調査委員会の日程についてでございますが、6月15日木曜日午前9時00分から、現地

調査委員につきましては3番佐藤委員、4番佐々木委員、5番安宅委員、調査補充委員とし

て6番塚本委員となっておりますのでよろしくお願いいたします。なお、日程について都合

の悪い方は後程お伝えいただければと思います。4点目、令和5年度公益財団法人道央農業

振興公社就農研修生等の報告について事務局よりご説明いたします。 

別紙でお配りしております、令和5年度の公益財団法人道央農業振興公社就農研修生の状

況等についてご報告いたします。 

皆様ご存じのとおり、道央農業振興公社では毎年研修生の受入を行っており、2 年又は 3
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議 長 

年の研修期間の後、希望市へ就農するという流れで取り組んできているところであります。

近年、当市に就農希望の方が増えてきており、当市に就農された研修生、また、今後就農希

望をされている研修生の研修状況等を農業委員会の皆様に情報提供してほしいと公社より

依頼があったところであります。 

まずは令和4年度の新規就農研修生の研修状況と記載のある別紙をご覧ください。当市に

就農を希望している研修生のみを抜粋しておりますが、石川さん、柴田さん、坂口さんご兄

弟の3組4名の研修状況が記載されております。石川さんは大曲の佐藤一郎さんの圃場にて

研修を、柴田さんについては千歳市の大川農園にて研修を、柴田さんご兄弟については研修

生1年目ということで、公社トレーニング圃場にて栽培技術等を研修しておりました。この

うち、石川さんにつきましては3月の農業委員会総会において農用地利用集積計画に基づき

賃貸契約が結ばれ、今年度より大曲地区において新規就農を開始したところであります。 

続きまして、令和5年度 新規就農研修生等と研修先と記載のあるもう一枚の別紙をご覧

ください。当市を希望している研修生に色を付けております。柴田さんが研修3年目となり

まして、今年度は大曲地区の濱名さんの圃場にて研修を行うこととなっております。また、

来年度は当市において就農を希望していることから、就農地を確保しなければならない状況

にありますので、情報提供やご協力のほどよろしくお願いいたします。坂口さんご兄弟につ

きましては、研修2年目となり、山田委員の圃場にて研修を行っているところであります。

また、木畑さん、髙 さんにつきましては令和5年度からの研修生でありまして、当市を希

望していることから、今後皆様に色々なお願いをすることが出てくるかと思われますので、

ご対応のほどよろしくお願いいたします。以上でございます。 

委員の皆様から何かございませんか。それでは以上をもちまして第 35 回北広島市農業委

員会総会を閉会といたします。ご苦労様でした。 
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（閉会宣言  10 時 10 分） 
 
 
 以上、総会議事を記録し、正確を期するためここに署名する。 

 
 
令和  年  月  日   

 
 
 
    

議 長 
  

署 名               

 
議事録署名委員 

 
   番 

 
署 名 

 
議事録署名委員  

 
   番 

 
署 名 

 
 


